
（１）主たる支援対象となる前線の兵士たち



図１  街頭募金に使われた赤い募金箱。こうした写真を『女性展望』に
掲載することで、積極的な寄付を促した。

　　（出典：『女性展望』1939年 11月第２号、表表紙裏）



（２） 私的「家族の祝祭」に対する公的「民族家族の祝祭」



図２　 「女子青年団員たちによって前線に送る小包が心を込めて詰めら
れる」

　　　（出典：『女性展望』1940年 12月第２号、190ページ）



図３　 「ナチ女性団の子ども団員たちは大忙し。手紙を書くのは
大変な仕事だけど、兵隊さんのためなら難しすぎること
なんて何もない」

　　　（出典：同上）

図４　「野戦病院の負傷兵たちを訪ねる子ども団」
　　　（ 出典：『女性展望』1941 年 12 月第１号、

163ページ）





図５　一人のクリスマス
　　（出典：『女性展望』1939年12月第２号、275ページ）

図６　「クリスマスのロウソクの灯りのなかで」
　　　（出典：『女性展望』1940年12月第２号、186ページ）



（１）軍事郵便の状況

図７ 「戦時のクリスマス」
　　（出典：『女性展望』1941年12月第１号、表紙）



（２） ナチ女性団・ドイツ女性事業団の活動報告から、誌上における前線と銃後とのコミュ
ニケーションの重視へ―前線報告、前線からの手紙

a．母から前線の息子への手紙

図 ８
「クリスマス郵便物は12月15日
までに出してください！
 クリスマス小包は、家庭と戦場
にクリスマスの喜びをもたらし
ます。クリスマスに遅れずに届
けて欲しい小包、特に軍事郵便
小包は、遅くとも12月15日ま
でに出さなくてはなりません。
ご注意ください！12月15日まで

にクリスマス小包を窓口に出さない方は、小包が期日までに到着することを期待できません。　ドイツ国営郵便」
（出典： Christina Deutschbein und Nils Korsten: Heilige Nacht? Das Weihnachtsfest im Dienste der 

NS-Propaganda. Materialien & Studien zur Alltagsgeschichte und Volkskultur Niedersachsens, 
Cloppenburg, 2007,  S. 97）



図９ 「息子の写真」
　　（出典：『ナチ女性展望』1941年12月第１号、161ページ）

図10 「母への手紙」
　　　（出典：同上）

この２枚の写真はセットで
記事「息子に宛てた母の手
紙」に添えられた。



b.　銃後を安心させる前線報告





図11 
「一人ひとりが、故郷からの心のこもったプレゼント
小包を受け取る」
（出典：『女性展望』1942年12月号、120ページ）

図12 
「仮の宿舎や分隊のためのこの小さな木は、ロウソクの光とた
くさんの思い出とともに、故郷を目の前に再現してくれる」
（出典：同上）

c.　 従軍記者の手紙にみられる内容の変化―クリスマスの祝祭における戦死者追悼、戦争
目的の変更





図13 「1943年の冬至」
　右側には東部戦線で戦死者を悼むクリスマスが描かれ、左には
父も揃って祝う本来の家族のクリスマスが理想像のように並置
されている。1943年のクリスマスに、大きなツリーにロウソク
を灯して平穏なクリスマスを祝うことができた家庭は、どれだけ
あっただろうか。
（出典：『女性展望』1943年12月号、表紙）



図14 
「ミュンヘン戦没者記念碑のクリスマスの夜。わが国
の戦死者は、誓を立てた彼らの偉大なる犠牲と、私た
ちの心の力によって不滅であり続ける」
（出典：『女性展望』1942年12月号、118ページ）



（３）戦争末期―義務、諦念、そして信仰





図15 
「兵士たちは看護師たちのクリスマスの準備を進んで手伝う」
記事「看護師イルゼとのクリスマスの夕べ」に添えられた
写真
（出典：『女性展望』1943年12月号、44ページ）



図17 
「ナチ女性団の女子青年団員たちが負傷兵たちを見舞う」
（出典：『女性展望』1944年12月号、27ページ）

図16 
「自分で作った小さなプレゼントを持って野戦病院に
やって来た、ナチ女性団の子ども団員たちの喜びは、
負傷兵と同じくらい大きい」
（出典：同上）





図18 
「闘い、戦争そして死にもかかわらず、ク リスマスは、私たちに
とって愛と信じる心の祝祭であり続けてほしい」
（出典：『女性展望』1944年12月号、表紙）
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